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【手続補正書】
【提出日】平成25年5月2日(2013.5.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　植物系バイオマスを熱分解することにより少なくともフェノールまたはクレゾールを含
むリグニン由来分解物を得る方法であって、
　バイオマスを４００℃以下の第１の加熱温度で加熱してガス化物を取り出す第１加熱工
程と、
　第１加熱工程で得られたバイオマス残渣を、５００℃以上の第２の加熱温度で加熱して
リグニン由来分解物を得る第２加熱工程
を含む、前記方法。
【請求項２】
　第２の加熱温度が５００～６００℃の範囲であり、第２加熱工程でさらに生じたバイオ
マス残渣を６００℃以上の第３の加熱温度で加熱してリグニン由来分解物を得る第３加熱
工程をさらに含む、請求項１に記載の方法。
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【請求項３】
　植物系バイオマスを熱分解することにより少なくともフランを含むヘミセルロース由来
の分解物を得る方法であって、
　バイオマスを２８０～３２０℃の範囲の第１の加熱温度で加熱する第１加熱工程と、
　第１加熱工程で得られたガス化物を、６００～８００℃の範囲の第２の加熱温度で加熱
してヘミセルロース由来の分解物を得る第２加熱工程
を含む、前記方法。
【請求項４】
　植物系バイオマスを熱分解することにより、少なくともフェノールまたはクレゾールを
含むリグニン由来分解物と、少なくともフランを含むヘミセルロース由来の分解物とを得
る方法であって、
　バイオマスを２８０～３２０℃の範囲の加熱温度で加熱する加熱工程Ａと、
　加熱工程Ａで得られたガス化物を、６００～８００℃の範囲の加熱温度で加熱してヘミ
セルロース由来の分解物を得る加熱工程Ｂと、
　加熱工程Ａで得られたバイオマス残渣を、５００℃以上の加熱温度で加熱してリグニン
由来分解物を得る加熱工程Ｃと
を含む、前記方法。
【請求項５】
　加熱工程Ｃにおける加熱温度が５００～６００℃の範囲であり、加熱工程Ｃでさらに生
じたバイオマス残渣を６００℃以上の加熱温度で加熱してリグニン由来分解物を得る加熱
工程Ｄをさらに含む、請求項４に記載の方法。
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